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教職大学院における学級・学校経営領域の教材開発
* 橋　　本　　　　　牧
Development of teaching materials on class and school management area in Professional Schools 
for Teacher Education
―　Aiming to improve the crisis management capability for the middle leader teachers　―
HASHIMOTO  Maki
―ミドルリーダーの危機管理能力の向上を目指して―
はじめに
学校において，まず何よりも大切にしなければなら
ないことが，児童・生徒の安全確保であるということ
は，言を俟たない。
近年，社会状況や人々の生活状況の変化の中で，不
登校等，メンタルヘルスに関する課題を抱える子ども，
いじめやそれを起因とする自殺，子どもを標的とする
あってはならない事件の発生等，子どもの健康と安全
に関する新たな課題が生じており，その解決が求めら
れている。中央教育審議会答申「子どもの心身の健康
を守り，安全・安心を確保するために学校全体として
の取組を進めるための方策について」（平成20年₁月
17日）が次のように示すことの意味は大きい。「子ど
もが心身ともに健やかに育つことは，国や地域を問わ
ず，時代を越えて，全ての人々の願いであり，子ども
の心身の健康の保持増進が保障される社会を築いてい
くとともに，子どもの育つ環境が安全なものとして整
えられ，また，子ども自身や保護者その他の人々が安
心感をもって日々の生活を送ることができるような社
会を築いていくため，たゆむことなく，一人一人が責
任をもって，必要な取組を進めていかなければならな
い。」一日の大半を過ごす学校において安心して活動
に取り組むことのできる環境を整えていくことは学校
教育の大前提であるし，「学校において，その生涯に
わたり，自らの心身の健康をはぐくみ，安全を確保す
ることのできる基礎的な素養を育成していくことが求
められる」のでもある。
そのような中，児童・生徒が安心，安全に過ごすこ
とのできる学校であるためには，教職員全員が一定程
度の能力を持つことは必要不可欠である。管理職がい
くらリーダーシップを発揮して取組の具体方向性を示
しても，実際に児童・生徒の指導に当たる職員に安全
確保に関する不十分な理解や意識のばらつきが見られ
るようでは，どうしようもない。学校生活の様々な場
面において，子供の様子を観察し，その変化を見取る
力，配慮すべき事項を押さえ，対応時の行動にそれを
生かす力等が，職員一人一人に求められる。また，そ
れが個々の職員の動きに限定されていては，組織とし
ての対応はおぼつかないものとなってしまう。共通理
解の下，職員同士がチームとして安全確保に当たる意
識を明確に持って行動することが，とても重要になる。
もちろん，意識だけでは不十分で，チームとしてどの
ように連携行動していくかも，具体的な手順として身
に付けておくことが重要である。
そして，児童・生徒の安全確保のための危機管理は，
事前・発生時・事後，すなわちリスクマネジメント及
びクライシスマネジメントの観点から見詰め直し，考
えていく必要がある。言うまでもなく，「危機が発生
する前に，その危機を回避するために様々な施策を講
じる」ことがリスクマネジメントの基本的考え方であ
る。各場面での「ヒヤリハット」情報等を基に，危機
を未然に防ぐ対策を整備する。たとえ危機や事故が発
生しても，そうした状況を想定して準備をしておくこ
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とで，被害を最小限に抑えることをねらいとしている。
対して，クライシスマネジメントは，どのように予測
を立て，未然防止の策を講じていても，危機は必ず発
生するものだという前提に基づいた発想である。実際
にそのような危機的状況に至ったとき，個人や組織は
機能不全状態に陥り，最悪の側面を露呈することにな
るという覚悟を持つ。そのように，想定外のことは起
こり得るということを前提に，自己の限界を謙虚に受
け止めた上で，被害を最小限に抑えるためにどのよう
な事後対応をしていくべきかを考えるのである。
以上のことを踏まえて危機管理を考えていく場合，
学校現場において，ミドルリーダーの存在意義は非常
に大きなものとなる。管理職の学校経営方針を理解し，
時にはより良い方向を目指しての意見具申を行う。い
ざ事に当たる場合には，報告・連絡・相談を常に心掛
けつつ，組織全体がしっかりと機能していくよう，管
理職と若手職員をつなぐ要の歯車として動いていく。
管理職と若手教職員の間にあって学校組織の実働者で
あるミドルリーダーの果たすべき役割は大きいのであ
る。
宮城教育大学教職大学院の教育経営コースにおい
ては，現職教員の教育経営力（マネジメント）向上を
目指した，体系的な学級・学校経営に関する科目と防
災教育や地域協働等の現代的課題を中心とした学びの
充実化を進めてきている。その中で，「児童・生徒の
安全確保」について学校経営の危機管理の視点でどの
ように取り組むべきかについても，様々な視点で講義
内容の工夫を進めている。これまで述べてきたことか
ら確実に言えることは，知識の習得だけでは実際の学
校危機発生に対応できないということである。事前・
発生時・事後の対応について，シミュレーション型の
学びを通してスキル向上を図る必要がある。そのよう
な意味で，ここではミドルリーダーの危機管理能力向
上を目指した，クライシスマネジメント事例を基にし
た教職大学院における学級・学校経営領域の教材開発
について述べていく。
₁　教育経営コースにおける危機管理能力の
育成
（₁）各授業科目における取組
宮城教育大学教職大学院教育経営コースでは，学校
組織はもちろんのこと，広く地域単位で中核的・指導
的役割を果たすミドルリーダーとしての力量向上を目
標に，以下の講座を通して危機管理能力の育成を図っ
ている。
■　学級・学校経営研究Ａ
①　防災教育の在り方₁ ～ ₃
平成23年東北地方太平洋沖地震で未曽有の被
害（児童74名，教職員10名が死亡又は行方不明）
を出した石巻市立大川小学校の事故検証報告書
考察，前南三陸町立戸倉小学校長を講師に迎え
ての当時の津波対応についての講話，実際に被
災校の現場（旧　石巻市立大川小学校，南三陸町
立戸倉小学校職員・生徒が避難した高台）に立っ
ての現地学習等を行っている。
②　生徒指導の基礎理解，諸機関との連携による
生徒指導
いじめ防止対策推進法の理解，いじめ防止へ
のチーム対応の在り方等について考察する。
③　学校安全・アレルギー対応
平成24年12月20日に調布市立富士見台小学校
で発生したアナフィラキシーショックによる死
亡事故を事例として採り上げ，エピペン実習も
織り交ぜつつ学校現場でのアレルギー対応につ
いて考える。
■　学校教育・教職研究Ａ（防災教育）
①　被災地校現地学習
平成23年東北地方太平洋沖地震で津波被害を
受けた亘理町立荒浜中学校を訪問し，被災地に
おける学校対応等について講話を聞くとともに，
防災対応を考えて再築された校舎等施設見学を
行う。
②　被災校における防災教育
上記①の学校において防災教育としてはどの
ようなことが行われ，成果をあげたのか，同校
の防災教育担当者から学ぶ。
③　気象庁ワークショップの中学校版再構成と実施
　　気象庁が，防災意識や災害対応力の向上を目指
し，適時適切な防災気象情報の入手と活用を基
に安全行動をシミュレートする能動的学習方法
として開発したワークショップ「経験したことの
ない大雨　その時どうする」を，仙台管区気象台
と意見交換しながら，実際に学校現場の防災教
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育として行えるように授業改良した。院生対象
の授業に取り入れながら，進め方や資料提示方
法などの検討を行っている。
④　地域災害史の事例研究
現任校の立地する地域の災害の歴史等を調査
し，それが地域及び学校の防災計画等にどのよう
に反映されているか，課題点はないかを考察す
る。また，グループ毎にモデル校を選定し，防
災計画等の具体的な見直し，再検討を進め，新
たな形として提案する。
■　学校教育・教職研究Ｃ（リーガルマインド）
学校事故，いじめ，体罰等，学校管理下における様々
な事故対応について，判例研究を基に学びを進める。
■　学級・学校経営研究Ｂ
①　リスクマネジメント事例研究
修学旅行中の事故について，対応を検討する。
②　クライシスマネジメント事例研究
本教材による。
（₂）危機管理能力の更なる育成に向けて
宮城教育大学教職大学院教育経営コースでは，実務
家教員の学校現場における経験を基に指導内容の具体
化に努めるとともに，ゲスト講師を積極的に招いて，
より実践的な学びを進めてきた。事前の危機管理能力
に関わって，コンプライアンス教材（『コンプライア
ンスについて学ぼう　ますます信頼される教員に』）
を制作，参考書として授業で活用してきた。しかしな
がら，危機管理能力育成に関わる学習においては，時
間経過とともに対応を考える教材がない。したがって，
本教材を開発することとした。
₂　教材の構成
（₁）授業のねらい
学校において，児童・生徒の命に関わる緊急事態が
発生した時，学校の職員は児童・生徒の安全確保のた
めに全力で対応しなければならない。しかし，往々に
してそのような危機的状況に遭遇すると，目の前の状
況対応に汲々としてしまい，それぞれが無計画に勝手
な動きをして，結果として組織が機能不全になってし
まうことが考えられる。
本教材開発のポイントは次の三点である。第一は，
刻一刻と動いていく事態の推移にどのように対応して
いくべきかをシミュレーションしながら，危機対応の
在り方を考えていく。第二は校長及び教頭が出張中，
つまり，管理職不在の際の緊急事態発生に際し，ミド
ルリーダーとしてどのように学校組織を束ね，対応し
ていくかを，主幹教諭という立場にあるという設定の
下，刻々と進んでいく事態に合わせながら具体で考え
させていく。第三は，人口規模が小さい地域での発生
ということである。今後の少子高齢化の中でますます
多くなる学校環境として想定している。それらのポイ
ントを押さえた上で，子どもの生命に関わる重大事態
に際しての対応の在り方，押さえておくべき点などに
ついて考える。
（₂）事例の概要
教材の基とした事例について，独立行政法人日本ス
ポーツ振興センター『学校の管理下の災害【平成26年
版】平成25年度データ』には「中学校における死亡の
事例」として，「部活動で，校舎敷地周回コース₃㎞
を走り，集合場所に到着後，部員同士で話しているう
ちに倒れて意識のない状態になった。呼吸が弱くなり，
顔色が紫色に変化したため，養護教諭が AED を装着
し胸骨圧迫，人工呼吸をした。その後，救急車で救急
救命センターに搬送し，集中治療室で経過観察してい
たが，同日死亡した。」と記載されている。
これを題材に，本教材では，校長が県外に出張中と
し，教頭も学校から車で₁時間半ほど離れた地域へ出
張しての帰途という管理職不在の中で，主幹教諭とし
て，事案発生にどう対応するかという設定とした。
₃　授業の展開例
（₁）授業の流れと班編成等
前もって，₄ ～ ₅名でグループを編成しておく。
授業中盤までは，個別にシミュレーションを考えてい
くが，後半のまとめの部分でグループで協議し，より
良い対応について考えをまとめる活動を持つ。120分
で実施。
■　授業するに当たっての準備物
・プロジェクター及びスクリーン
・模造紙（グループ毎₁枚）
・マジックセット（グループ毎₁セット）
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　・付箋（各自30枚程度，できれば色違いで10枚ず
つ）
　・ワークシート₃種類
（₂）授業の展開例
「WHO（世界保健機関）では，突然死を「発症から
24時間以内の予期せぬ内因性（病）死」と定義してい
ます。突然死とは，一般に急性心不全，急性心停止又
は特別な外因が見当たらない頭蓋内出血（運動・競技
中に起きた頭蓋内出血でも，特別な外因（事故）が見
当たらない場合を含む）等が直接死因とされた病死で
す。その他，心臓震盪（心臓の直上に衝撃が加わり致
死的な不整脈が起こる）が注目されるようになりまし
た。」
〈提示₁〉
〈提示₂〉
〈提示₃〉（スライドは省略）
「学校の管理下における突然死の件数（平成11年度～平成20
年度」
※「学校における突然死予防必携（改訂版）」（独立行政法人日
本スポーツ振興センターＨ23.02.15発行）
「平成11年から平成20年までの10年間の突然死の発
生状況は，年間35 ～ 83件で推移しており，死亡全体
のおよそ57％を占めています。平成₅年～平成14年ま
での10年間と比べ，大幅に減少し，死亡件数は438件，
そのうちの突然死数も271件減りましたが，比率はほ
とんど変わりません。」
〈提示₄〉（スライドは省略）
「心臓系突然死の件数及び突然死に占める割合（平成11年度
～平成20年度）」
※「学校における突然死予防必携（改訂版）」（独立行政法人日
本スポーツ振興センターH23.02.15発行）
「さらに，このおよそ71％が心臓疾患で占められて
いることも，変化がありません。」
〈提示₅〉（スライドは省略）
「10万人当たりの突然死発生頻度（平成11年度～平成20年
度）」
※「学校における突然死予防必携（改訂版）」（独立行政法人日
本スポーツ振興センターＨ23.02.15発行）
「また，10万人当たりの発生頻度は，学校種別に見
ると高等学校が最も多く，次いで中学校，保育所，小
学校，幼稚園となっています。なお，現在では，学校
における心臓検診において，心電図検診が義務化され
ています。（小学校，中学校，高等学校の₁年時）」
〈提示₆〉（スライドは省略）
「突然死発生月別状況（小学校～高等専門学校：平成11年度
～平成20年度）」
〈提示₇〉（スライドは省略）
「学年（年齢）別発生状況（平成11年度～平成20年度）」
※「学校における突然死予防必携（改訂版）」（独立行政法人日
本スポーツ振興センターＨ23.02.15発行）
「年齢，学年別発生件数では，高校₁年～ ₂年時に
多く発生しています。そして，中学校では，₂年時の
発生が多くなっています。」
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〈提示₈〉（スライドは省略）
「状態別発生状況（平成11年度～平成20年度）」
※「学校における突然死予防必携（改訂版）」（独立行政法人日
本スポーツ振興センターＨ23.02.15発行）
「また，状態別発生状況を見ると，中学校や高等学
校では運動中の発生が全体の₆割を超えているのが分
かります。」
〈提示₉〉
「では，ここからはみなさんに中心になって活動し
ていただきます。今からみなさんは，川原町立山川中
学校の主幹教諭になっていただきます。もちろん，こ
の町も学校も実在しない架空の設定です。これから，
この学校である事件が発生します。そして，事態は刻々
と変化していきます。それらの事態に，主幹教諭とし
てあなたはどのように対応していくのか，考えていき
ましょう。まずはその前に，この川原町と山川中学校
の設定についてご説明します。」
〈提示10〉
「川原町は，人口約17,000人の中規模な町です。町
内には，₄幼稚園，₁保育所があり，小学校₄校，中
学校₂校，高等学校₁校があります。川原町立山川中
学校は，小高い山の上に位置しており，昭和40年代に
は校舎前庭の庭園整備等で全国表彰を受けるなど，緑
豊かな環境に恵まれた学校です。全校生徒が368名で，
₁学年₄学級，₂学年₃学級，₃学年₃学級，特別支
援学級₂学級（知的学級₁，自閉・情緒学級₁），計
12学級からなっています。教職員数は，29名です。」
〈提示11〉
「今日は，10月₂日（火）です。校長は，昨日10月₁
日より₄日までの予定で，日帰り出張ができない他県
で開催される全国中学校長会に本県中学校長会の代表
の一人として参加するため，県外出張に出ており不在
です。教頭は，翌週にこの管内で開催予定の教科県発
表会の準備会に出席するため，給食終了後に出張に出
掛けています。用務先の事務局校は，山川中学校から
自家用車で約90分かかる距離にある小学校です。午後
₄時20分頃，用務が終わったとの連絡がありました。
その電話を受けたのは，主幹教諭のあなたです。以上
の設定を頭において，これから発生する事態に対して
いきます。」
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〈提示12〉
「午後₄時45分頃です。バスケットボール部に所属
する₂年生男子Ａは，部活始めの準備運動の後，いつ
ものランニングコースを約₃㎞，他の部員たちと一緒
に走りました。走り終えた後，学校前庭の芝生の上に
みんなで腰をおろし，談笑していると，Ａは急に倒れ
て意識を失ってしまいました。₂分後，Ａの側にいた
同じバスケットボール部所属の同級生男子₂名が，職
員室にいた部活動顧問の教諭Ｂに急を知らせに駆けつ
けました。」
〈提示13〉
「これは，山川中学校の校舎周辺の拡大図です。矢
印で示されているのが，Ａを含めた子供たちが走った
ランニングコースで，₁週₅ ～ 600m くらいあります。
₆週₁セットで約₃㎞のランニングコースとして，各
部活で活用していました。そして，ここ（★）でＡは
倒れました。職員室は，第₁校舎₁階，職員玄関のす
ぐ隣です。急を知らせに駆けつけた₂名の子供たちは，
玄関からではなく，外からサッシの入り口扉を開けて
職員室に駆け込んできました。」
〈提示14〉
「この時の，職員の所在です。これは，職員室内の
職員机配置図です。右上は，事務室です。先の設定で
触れた校長，教頭の他，出張や年休，勤務シフトでの
退勤や非出勤日等で，₈名の職員が学校におりません
でした（×）。また，学校内にはいても，部活指導そ
の他生徒対応などで，₇名の職員は職員室とは別の
場所におりました（△）。結局，職員室にいた職員は，
主幹教諭であるあなたを含めて13名でした（○，₁名
は事務室）。』
『さて，ここまでの説明を踏まえた上で，再度，こ
の事態発生の時点に戻ります。この後，主幹教諭とし
て，あなたはまずどのように対応しますか？」
～挙手を求めて積極的な発言を促す～
〈提示15〉
「Ａの様子を確認しに向かった職員から，「Ａは意識
のない状態で，呼吸はしているようだが時々止まるよ
うな状況だ。」との報告をあなたは受けました。あな
たは主幹教諭として，次にどのように対応しますか。
考えをまとめて付箋に記入し，ワークシート①に貼り
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付けてください。₁枚の付箋につき，書き込む対応策
は₁つです。対応策が₂つなら，貼られる付箋は₂枚
になりますね。時間は，15分でお願いします。」
～付箋に考えを記入し，ワークシート①に貼っていか
せる。色々な対応を考える中で，「119番に通報し，救
助を要請する」旨の対応があることを確認の上，次に
進める～
〈提示16〉（スライドは省略）
「あなたは，119番に通報し，救助要請を行いました。
この地区の消防署は，Ｃ町のＮ市寄りにあるので，救
急車到着は約15分後となります。救急車到着まで，あ
なたは主幹教諭としてどのように対応しますか。考え
をまとめて付箋に記入し，ワークシート②に貼り付け
てください。時間は，₅分間でお願いします。」
～付箋に考えを記入し，ワークシート②に貼っていか
せる。～
〈提示17〉（スライドは省略）
「救急車が，学校に到着しました。救急隊員が救急
車の AED による電気ショックを₁回実施し，心臓
マッサージを継続しましたが，この時点でＡは心肺停
止状態になっています。₅分後に，Ｎ市にある救命救
急センターへＡを搬送することが決まりました。」
～誰が救急車に同乗するのか（他に自家用車で同行す
る者はいるか）等が考えられていないようなら，ここ
で考えさせる。既に考えているようなら，それが誰に
せよ，その設定のままで次に進める～
〈提示18〉（スライドは省略）
「午後₅時45分，救急車がＮ市の救急救命センター
に到着し，直ちに救命センター担当医らによる治療が
開始されました。
Ａが救急搬送された後，学校ではどのような対応を
するべきでしょうか。あなたは，主幹教諭としてどの
ように考えますか。考えをまとめて付箋に記入し，ワー
クシート③に貼り付けてください。時間は，₅分間で
お願いします。」
～付箋に考えを記入し，ワークシート③に貼っていか
せる。～
〈提示19〉（スライドは省略）
「午後₉時57分，Ａは家族に付き添われ，集中治療
室（ICU）に移送されました。付き添っていた職員ら
はそれを見送った後，学校に連絡した上で学校への帰
途につきました（学校帰着　午後10時30分）。翌日に
向けて考えておくべきこと，準備しておくべきことは
何でしょうか。考えをまとめて付箋に記入し，ワーク
シート③の続きの部分に貼り付けてください。時間は，
₅分間でお願いします。」
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～付箋に考えを記入し，ワークシート③に貼っていか
せる。～
〈提示20〉
「グループに分かれて，各自のワークシートを基に，
それぞれの時点における主幹教諭としてのより良い判
断を話し合い，その結果を模造紙にまとめてみましょ
う。時間は，15分間でお願いします。」
～ ₄ ～ ₅名のグループに分かれ，各時点における主
幹教諭の判断等について話し合う。あくまでも「正解」
があるわけではないことを確認しつつ，配慮すべき点
を挙げながらより良いと思われるその判断，動きを模
造紙にまとめさせる～
〈提示21〉（スライドは省略）
「では，グループごとに話合いの結果を発表しても
らいます。」
～グループごとの発表。各時点での主幹教諭としての
対応と，配慮すべき留意点等，模造紙のまとめに沿っ
ての発表を互いに聞き合い，意見交換をしながら学び
を深める～
〈提示22〉（スライドは省略）
「では，対応例として，本事例の実際はどうであっ
たかを見てみたいと思います。」
～本事例の対応例について，確認する～
・事態発生時，主幹教諭として他の職員を動かし
ながら職員室で事態把握に努める。
・初動対応と同時に，出張からの帰途にある教頭
に第一報を入れる。
・職員から該当生徒の様態についての報告を受
け，AED対応を指示するとともに救急通報し，
すぐに教頭へ第二報を入れる。
※教頭より，直ちに教育委員会に緊急事態を報告
し対応協力を要請するよう指示を受ける。
・地教委より教育長他教育委員会職員が来校，そ
れよりは校長に代わって教育長が全体を掌握
し，対応を指示。（根拠：学校の管理運営に関
する規則における「出張」項目参照）
～以下，省略～
〈提示23〉
〈提示24〉
～実際の対応におけるポイントを整理しながら，再度
全体で，何を大切にしていかねばならないか考え合い，
意見交換する～
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〈提示25〉（スライドは省略）
～その後の動きとして出てくるであろう死亡時の災害
給付金（日本スポーツ振興センター）の手続きや，場
合によっては学校行事等の実施判断，外部への対応な
ど，想定される動きについても考える場を設定する～
₄　考察
（₁）受講者の反応
授業の後，受講しての感想について，各自振り返り
をしつつまとめることとし，授業終了後一週間後まで
に提出させた。受講者13名の感想の全てに，教材開発
のポイントに対応したコメントが見られた。その中か
ら，個人情報に関わる記述のあったものを除いた₉名
の感想を以下に示す。
受講者Ａ
児童生徒に何かあった時の対応は，今までも現場で
学んできました。しかし，それは事故に直面した場合
の，一人の教員としてのことでした。救急車を呼ぶ，
管理職に連絡するなどでした。今回，主幹教諭や管理
職という立場で危機管理について改めて学ぶことで，
事故に対して全体としてどう対応するのか，対応の仕
方の全体像が見えたように思います。一人の教員とし
ては考えつかないような視点もありました。勿論，生
徒の命が第一ですが，学校の中核の年代になり，広く
その他のことも考えていくことが求められていると気
付かされました。また，出された事例も，どこの学校
でも起こり得ることで，他人事ではなく考えさせられ
ました。
受講者Ｂ
教員となって，今年で13年目となったが，振り返っ
てみると，クライシスマネジメントを必要とする事案
にも多く接してきた。その時は，先々のことを考えて
最善の対応をしているつもりでも，時間が経過し，別
の視点があったり，違った対応をしたりしていれば
もっとより良い方向に事態が改善したのではないかと
思う事案も少なくない。また，対応や瞬時の判断を誤っ
たために，後々事態が良くない方向に進んでしまい，
右往左往してしまったという経験もある。どちらかと
いうと，リスクマネジメントになってしまうが，東日
本大震災のことを思い出すと今でも胸が張り裂けそう
な気持ちになる。私は，初任校，前任校ともに沿岸部
の学校で津波の被害を受けている。当日は，下校後で
はあったが，初任校も含め，生徒，同僚，保護者の尊
い命を失っている。沿岸部の学校に所属しながら，津
波を想定した防災教育は十分ではなかった。少なくと
も，救えた命があったのではないかと悔やんでも悔や
みきれない事案である。
受講者Ｃ
管理職の視点から緊急時の対応を考え，グループ
で討議するという活動の中で感じたことは，自分の視
野の狭さです。「自分が管理職だったら」「自分が主幹
教諭で管理職が不在だったら」など，ケースごとにそ
れらのテーマを意識しながら対応を考えたつもりでし
た。しかし，様々な方々のお考えを伺って，初動はと
りあえず現場急行という発想や，みんな忙しそうだか
らと学年に割り当てられた安全点検を一人で行ってし
まうなど，結局は，自分が動くことを前提とし，必要
となる行動を取ったりイメージしたりしているだけだ
ということに気が付きました。これまでの経験の中で
は，嵐の中に入って自分にできることを考え行動する
ことが最も大切な事だと信じて疑わなかった部分が正
直あったと思います。しかし，₁つの出来事を俯瞰し，
その時だけでなくその後，更にその先の見通しから今
すべきことを割り出し，構成メンバーを組織的かつ機
能的に動かしていくことが，リーダーにとって最も大
切なことなのだと思いました。
受講者Ｄ
これまでの私は，何か緊急事態が起きたとき「いか
に邪魔にならず，人の役に立つか」という考えで行動
してきたような気がします。その緊急事態が自分の学
級の児童であってもなくても心臓がどきどきしてたま
らず，あたふたします。でも，そんな時，指示を出し
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てくださる管理職の先生のおかげで目の前の仕事（児
童を教室で待たせる等）に集中することができました。
指示を出されるということは，本当に幸せなことだと
思います。自分が指示を出す側になるということに関
しては，正直，自信がありません。緊急事態では，短
時間でいくつも判断したり指示を出したりしなければ
ならないし，自分の判断に対して「そうじゃないので
は？」と言われたら，きっと固まってしまうと思いま
す。なので，判断や指示ができるということは，すご
いことだと思います。今回の授業を受けて，判断や指
示をすることの難しさを感じました。でも，管理職の
先生は事故発生時に判断や指示をしないわけにはいき
ません。なので，私はまず，管理職の先生が安心して
指示を出せるような，信頼される職員になりたいと思
います。職員がお互いを信頼し合えれば，緊急事態で
もスムーズに動けると思うからです。更に欲を言え
ば，「いかに邪魔にならず，人の役に立つか」ではなく，
授業で学んだことを生かして「他にやるべきことはな
いか，抜けているところはないか」と落ち着いて周り
の様子を見られるようになりたいです。やるべきこと
や抜けているところを見つけてフォローすることがで
きれば，今の自分よりも成長していると言えると思う
ので，そちらを当面の目標にして頑張っていきたいと
思います。
受講者Ｅ
学習指導や生徒指導，または部活動指導など学校生
活を送っていく中で子どもたちは様々な活動を行って
いきます。「人格形成」という教育の目的はありますが，
私たち教員は何よりも生徒の命を保護者から預かって
おり，その命を責任をもって保護者に返すということ
が根底に存在しています。子どもたち一人一人の大切
な命を守るためには，常日頃から危険に目を向け，万
が一何かが起きたときにしっかりと対応していけるよ
うにしていかなければなりません。私は，今回の講義，
演習を通して，自分自身のこれまでの経験などをじっ
くりと振り返ることができました。同時に，振り返る
だけではなく，ペアワークやグループワーク，発表等
を通してより深くマネジメントというものを理解する
ことができました。協働で一つの事例をじっくりと考
えることの重要性を改めて教えていただきました。
受講者Ｆ
今回の事例では，今までの自分であれば，間違いな
く真っ先に生徒のところへ飛んでいくと思います。し
かし，自分が管理職であり，さらに学校に管理職が自
分一人しかいない場合であれば，誰が職員をまとめ，
指示を出すのだろうと考えると，自分の置かれた立場
をしっかり考えて動くことが大切なのだということに
気付きました。さらに，管理職として，他の先生方に
どう動いてほしいのかを考えることで，これまでの自
分は適切に動いていたのかと，改めて自分の言動を振
り返ることができました。生徒の命に関わることです
から，みんな必死になって助けようとするはずです。
しかし，必死であるからこそ，周りがよく見えず，そ
れぞれの判断で動くことになり，お互いの意見がぶつ
かり合うことも予想されます。冷静さを失わないで先
生方に動いてもらうことが，危機を乗り越える大きな
力になるのだと痛感しました。事件・事故を起こさな
いように心掛けながら教育活動を行うのは当然のこと
ですが，やはり，避けることのできない，予想が困難
な危機は必ずどこかに潜んでいます。その時にどう動
くのか，正しい答えを導き出すのは難しいと思います
が，絶えず自分自身に問い掛けながら職務に当たりた
いと思います。
受講者Ｇ
実際に主幹教諭としてこのようなシビアな状況を
経験したことがありません。万が一，このような出来
事が起こったときには，今回のように事例研究を通し
て， “ 自分のこととして ” イメージしながら考えをめ
ぐらせ取り組んでいたのと，取り組んでいなかったの
とでは，実際の場面では雲泥の差が生じると感じまし
た。さらに，このような “ 場 ” を設定してもらわなけ
れば，自分より上のキャリアステージでの危機管理等
の視点（例：委員会に助けをもらうという視点），よ
り具体的な対応を知る機会はなかなかありません。ど
のような判断をして，どのような対応をしなければな
らないかを考える，このような機会を設定してもらう
ことは大変重要であると思いました。
受講者Ｈ
周りの₉期生の話を聞いていて，自分が学校を支え
ていくという気持ちを持って，真剣に演習に取り組ん
でいることに刺激を受けました。与えられた時間の中
で考え，話し合い，活発に意見が出るだけでなく，互
いの話をよく聞いていたように思います。実際の場面
ではもっと時間が短く，緊迫した状況の中である，と
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いうことをそれぞれが理解して集中して臨めたように
思いました。事例の中での教育長や教頭先生のような
的確な指示をしてくださる方が不在の場面もあるだろ
うと思います。そのようなときは，学校の中で役職が
なかったとしても，非常時には自分の考えを持ち，協
力して対応していけることが大事である，と改めて感
じました。
受講者Ｉ
授業では，グループワークや発表を通じて，自分に
はなかった視点や見落としがちなポイントに気付くこ
とができました。また，主幹教諭が判断・指示しなけ
ればならないと思い込んでいましたが，教育委員会に
助けを求めるという手段を知り，目からうろこが落ち
る思いでした。そして，どのような最善策も，現場の
連携や協力体制があってはじめて機能するのであり，
組織力が大切なのだということを改めて感じました。
日頃から，風通しよく信頼し合える関係づくりに寄与
できるよう，行動していきたいと思います。
（₂）授業を終えての考察
受講者の感想からは，刻一刻と動いていく事態の推
移にどのように対応していくか，シミュレーションし
ていく中で正に自身がその問題に直面しているかのよ
うな緊迫感を持ってその課題に取り組んでいた様子が
伺える。また，管理職不在の際の緊急事態発生にミド
ルリーダーとしてどう向き合うのかを考える中で，自
身のこれまでの学校組織の中での有り様を見詰め直そ
うとする姿勢も見られる。そして，どこにでも起こり
得る事態だという認識の下，危機感を持って今後の自
身の取組を考えていこうとする思いも見受けらる。こ
のように，受講者の感想からは，本教材開発のポイン
トとして挙げた三点がしっかりと押さえられているこ
とが確認できる。併せて，この授業を通してそれぞれ
が深い気付きをこの学びから得ていたことが分かる。
実際に主幹教諭の立場にあり，日々の取組を振り返っ
て比較し，新たな視点に気付くことができた者，まだ
まだ責任ある立場での想定はできずとも，職場の中の
現在の立ち位置の中で最善を尽くせるような成長を遂
げたいと思いを新たにする者等，授業を通してシミュ
レートした内容を基に，それぞれに現任校における自
分の置かれた立場でどのような成長を目指すべきか真
剣に考えていた。
学びがそれぞれの資質向上につながっているかど
うかは，短兵急に答えを出せるものではないが，学校
経営の視点で学校課題への対応を考えていこうとする
姿勢，意識の高まりは強く感じ取ることができた。そ
れは，この後に院生らが参加した，国立行政法人教員
研修センタ 「ー学校組織マネジメント指導者養成研修」
における，院生一人一人の学修への取組成果にも大き
く現れていた。
学校危機に際しての対応の在り方をシミュレー
ションを通して考えていく中で，個での検討，グルー
プで意見交換しながらの気付き等の交流，最善を考え
ての対応策の作成と，学びを深め，意識を高めていく
流れができていたのではと考える。そしてそれは，「₁
　教育経営コースにおける危機管理能力の育成」の項
で挙げた関連する授業内容の積み重ねの上に成り立つ
ものであったことは言うまでもない。今後は，更に授
業の内容，質を高める工夫を続けるとともに，院生各
自がそれぞれのステージでこの学びをどのように形に
していくかを追跡調査する必要もあるかと考える。
おわりに
本教材は，筆者が実際に教頭として勤務していた中
学校において体験した事例を基に，架空の情報を織り
込んで作成したものである。
児童・生徒が伸び伸びと活動し，楽しく学び，自己
実現を図っていく，そのためには何よりも子供たちが
安心・安全に過ごすことのできる学校でなければなら
ないことははじめに述べた。児童・生徒の安全確保，「子
供たちの命を守る」という何よりも大切にすべき教員
としての使命，その思いから，ミドルリーダーの力量
向上の学びの中で是非にも伝えていかねばと考え，事
例の教材化に踏み切った。
教頭として，出張からの帰途に学校における緊急事
態発生の報に接したとき，町教育委員会へ連絡してそ
の指示を仰ぐよう主幹教諭に伝えることができたのに
は，明確な理由があった。それは，県外出張中の校長
が，事前に町教育委員会に提出していた書類の存在を
把握していたからであった。町教育委員会の「町立学
校の管理に関する規則　第30条　出張に関する事項」
には，『職員の出張は，校長が命ずる。ただし，校長
が町の区域外に₃日以上にわたって出張しようとする
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ときは，あらかじめ教育委員会の承認を受けなければ
ならない。』と記されており，この規則に則って校長
は事前にその届出を行っていた。当たり前の手続では
あるが，それを校長がきちんと行っていたこと，そし
てそのことを教頭である私に伝えていたことが，今に
して思えば大事なポイントであったと思う。「校長が
留守の間に何か事が生じた場合には，全てを教育委員
会（教育長）に任せ，その判断に委ねる」ことをこの
手続は意味しているのだということを，校長から事前
に知らされていたため，躊躇することなく町教育委員
会への連絡を指示できたのである。なお，当該教育長
は優れた教育者であり，この中学校の校長勤務を最後
に退職して間もないということもあり，教職員から厚
く信頼されている人物であった。
この事例では，細かな課題はあったものの，職員の
動きは非常にすばらしかった。倒れた生徒への処置，
現場における他の生徒への対応，救急車進入路の確保
と誘導，全校生徒の速やかな下校判断と指導…。もち
ろん，連絡直後に来校して的確な指示で職員をまとめ
た町教育委員会教育長の存在は大きかったのだが，当
日，消防署による普通救命講習会が₂学年対象に行わ
れていたことも大きかった。校長の防災教育に関する，
「公助」「自助」「共助」をしっかりと考えさせていく
という方針の下，前年度から₂学年において普通救命
講習を受講させる取組が実施されていた。たまたまこ
の日がその講習会実施日で，₂学年生徒はもちろんの
こと，学年担当職員も全員この講習を受講していた。
その事が，結果として，緊急事態発生時の速やかな救
急通報，AED 準備，心肺蘇生（人工呼吸と胸骨圧迫）
実施等の対応につながったのだと思う。救急救命セン
ターに搬送された後，センターの医師から「病院にお
ける処置にいたるまで，ほとんどタイムラグのない，
これ以上ないほどの救命処置が行われてきており，と
ても運のいいお子さんである。」との言葉をいただい
たことが，それを証明している。
しかし，結局，子どもの命は救えなかった。
本事例は，厳密には学校事故ではない。後に町教
育委員会に提出したのも，事故報告書ではなく，「学
校における生徒の心室細動発作発生に関する対応の記
録」である。だが，ここで大事にしたいことは，学校
における児童・生徒の命に関わる緊急事態発生に際し
て，刻々と変化する事態の動きの中で教師集団がどう
動き，組織がどう機能していくのかに，子どもの命を
守れるかどうかがかかっていることは紛れもない事実
であるということである。
クライシスマネジメントを考えるとき，突発的な事
態発生に落ち着いて対応していくことはもちろん大事
なことだが，実は日頃から「押さえるべき事はしっか
りと行っていく」姿勢があってこそなのだと，強く実
感している。そのような意味において，今後の教職大
学院の学びに期待することは大きい。学校現場におい
て教職員は，様々な課題に直面しながら必死に走り続
けている。日々の実践を通して培ってきた力，様々な
研修を通して身に付けた知識や技能，それらを駆使し
て児童・生徒の教育に取り組んでいる。そのような中，
教職大学院での学びにおいては，一つ一つの取組をそ
の意味付けから再度じっくりと見詰め直し，学校経営
に積極的に参画していこうとするミドルリーダーとし
ての自覚を育んでいってほしいと願う。教職大学院で
の学びの成果が，多くの学校現場に修了生の力量発揮
という形で広がっていくことが，多くの子供たちが自
己実現に向けて安心して楽しく学ぶことにつながるこ
とを，大いに期待したい。
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